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非除群データのETASモデルによる解析．右側図では西南日本の1946年南海地震後
からの活動に関して（南海地震以前の履歴を考慮して）あてはめている．左下図は
日向灘沖の1926年からの解析．いずれも相対的静穏化が有意である．
 
Fig. 5．  The quiescence relative to the ETAS model is significant for the original 
               data (M>=5.0) from regions A, D and E. 





